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農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき
令
和
４
年
11
月
17
日
、
18
日
に
管

外
視
察
研
修
へ
行
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
下
呂
市
農
業
委
員
会

の
利
用
状
況
調
査
と
新
規
就
農
者
を

増
や
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
し

ま
し
た
。

下
呂
市
農
業
委
員
会
で
は
、
全
国

に
先
駆
け
て
衛
星
写
真
を
活
用
し
た

農
地
判
定
シ
ス
テ
ム
を
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
農
地
の
状
況
に
つ
い
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
確
認
が
で
き
、
農
地

の
利
用
状
況
を
そ
の
場
で
入
力
す
る

事
で
調
査
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

新
規
就
農
者
を
増
や
す
た
め
の
取

組
と
し
て
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
積

極
的
に
受
け
入
れ
を
進
め
ら
れ
、
現

在
44
名
の
方
が
就
農
さ
れ
、
そ
の
う

ち
36
名
が
特
産
の
ト
マ
ト
栽
培
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
か
ら
の
補
助
金
を
本
来

な
ら
農
業
の
た
め
に
使
用
す
る
の
で

す
が
、
生
活
費
が
か
か
り
、
補
助
金

を
生
活
費
に
充
て
て
し
ま
う
現
状
を

改
善
す
る
た
め
に
研
修
生
専
用
住
宅

も
用
意
さ
れ
、
家
賃
は
光
熱
水
費
・

W
i-Fi

使
用
料
・
駐
車
場
料
金
込
み

で
３
０
５
０
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
10
月
14
日
に
「
農
地
等
利

用
最
適
化
推
進
施
策
の
改
善
に
関
す
る

意
見
書
」
を
西
村
市
長
に
提
出
し
ま
し

た
。本

年
度
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
深
刻

な
被
害
へ
の
対
応
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
に
伴
う
生
産
資
材

等
高
騰
対
策
、
米
価
下
落
対
策
を
国
、

府
に
強
く
要
請
す
る
と
と
も
に
市
に
は

き
め
細
か
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

２
日
目
の
は
じ
め
に
「
一
般
社
団

法
人
ひ
が
し
村
の
役
割
Ｒ※

Ｍ
Ｏ
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
」
研
修
し
ま

し
た
。

（
一
社
）
ひ
が
し
村
は
平
成
29
年

に
設
立
さ
れ
金
山
東
地
区
や
地
域
運

営
組
織
の
中
で
、
農
地
の
利
用
調

整
・
農
業
参
入
に
よ
る
活
動
資
金
の

確
保
・
新
規
就
農
者
支
援
を
担
わ
れ

て
い
ま
す
。

続
い
て
、
新
規
就
農
者
の
方
２
名

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
就
農

し
て
初
め
て
ト
マ
ト
栽
培
を
さ
れ
た

そ
う
で
す
が
、
１
年
目
で
出
荷
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。
農
業
に
専
念
で

き
る
環
境
と
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先

輩
農
家
さ
ん
の
支
援
体
制
に
驚
き
ま

し
た
。

ま
た
、
若
手
農
業
者
が
増
え
て
い

く
中
で
、
出
会
い
の
場
所
を
支
援
す

る
た
め
、
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
元
農
家
さ

ん
が
「
若
い
人
の
た
め
な
ら
」
と
、

無
料
で
米
・
野
菜
・
肉
な
ど
の
食
材

を
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
シ
ェ
フ

の
指
導
の
も
と
、
全
員
で
調
理
さ
れ

親
睦
を
深
め
な
が
ら
食
事
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

今
回
の
管
外
視
察
研
修
で
は
、
農

業
委
員
会
の
事
務
軽
減
の
取
り
組
み

や
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
策
な
ど
に

つ
い
て
研
鑽
を
深
め
ら
れ
有
意
義
な

２
日
間
で
し
た
。

※
Ｒ
Ｍ
Ｏ
（
地
域
運
営
組
織
）
と

は
、
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
中
心
と
な
っ

て
形
成
さ
れ
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
組
を
持
続
的
に
実
践
す
る

組
織
。（

取
材
：
川
勝
芳
明
委
員
）

令和4年度　管外視察研修「岐阜県下呂市を視察」

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
改
善
に
関
す
る
意
見
書

豊かな老後生活のために!!豊かな老後生活のために!!
加入しませんか？加入しませんか？ 農業者年金農業者年金
国民年金に上乗せする公的な年金制度です

の う ね ん

１．農業者なら広く加入できる　　２．積立方式・確定拠出型で安定した年金財政
３．保険料の国庫補助　　　　　　４．保険料は2万円〜6万7千円まで千円単位で選択可能
５．税制面で大きな優遇　　　　　６．80歳までの保証がついた終身年金
　　詳しくは農業委員会事務局まで（連絡先：0771-68-0067）

６
月
に
自
分
た
ち
で
植
え

た
芋
づ
る
の
根
元
に
手
を
入

れ
、
力
を
込
め
て
掘
り
す
す

め
る
と
、
大
き
な
イ
モ
や
形

の
変
わ
っ
た
イ
モ
が
出
て
き

て
、
そ
の
た
び
に
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
収
穫
し
た
イ

モ
を
一
ヵ
所
に
集
め
る
作
業

ま
で
子
ど
も
た
ち
は
終
始
笑

顔
で
元
気
よ
く
作
業
し
ま
し

た
。（

取
材
：
三
﨑
正
子
委
員
）

令
和
４
年
10
月
14
日
、
美

山
小
学
校
２
年
生
の
子
ど
も

た
ち
を
迎
え
て
サ
ツ
マ
イ
モ

の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し

た
。地

元
の
委
員
が
日
頃
か
ら

草
刈
り
な
ど
の
管
理
を
行

い
、
芋
掘
り
当
日
に
は
ツ
ル

の
整
理
を
し
た
畑
に
、
わ
く

わ
く
し
た
様
子
の
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

マ
ル
チ
は
が
し
の
作
業
も

手
際
よ
く
し
て
、
い
よ
い
よ

芋
掘
り
で
す
。

▶︎
左
か
ら
、
西
村
市
長
、
上
田
会
長
、
野

　

中
職
務
代
理

■意見書の全文ならびに回答はＨＰで公開しています。

　URL：https://www.city.nantan.kyoto.jp/www/gove/145/003/000/index_45354.html

１．生産資材等高騰対策について

　　生産資材の高騰が影響し農地が荒廃することに繋がらないよう、資材高騰対策に

　　おいては、国、府の施策と併せ、経営規模に関わらず、きめ細かな対策を講じる

　　こと

２．米価下落対策について

　　農業者への所得支援対策及び米価下落補填対策などを国、府に対して強く要請す

　　るとともに、市独自の支援策を図ること

３．有害鳥獣対策について

　　各種補助事業の助成拡大や集積農地への要件緩和といった支援の拡充を図るとと

　　もに、ドローンを用いた捕獲など個体数を大幅に減少させるよう計画的かつ効率

　　的な駆除を進め、小動物対策も講じること

農
業
委
員
会
の
取
組
み

金
山
東
地
区
の
取
組
み

視
察
を
終
え
て

委
員
と
子
ど
も
、
笑
顔
の
共
同
作
業

意
見
書
の
概
要
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　　各種補助事業の助成拡大や集積農地への要件緩和といった支援の拡充を図るとと

　　もに、ドローンを用いた捕獲など個体数を大幅に減少させるよう計画的かつ効率

　　的な駆除を進め、小動物対策も講じること

農
業
委
員
会
の
取
組
み

金
山
東
地
区
の
取
組
み

視
察
を
終
え
て

委
員
と
子
ど
も
、
笑
顔
の
共
同
作
業

意
見
書
の
概
要
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地域の農業者や関係者が話し合いに基づき、地域農業における中心経営体や地域
の農業の将来のあり方などを明確にして、市町村が公表する計画を「京力農場プラ
ン」と呼びます。

地域ごとの会議や所有者、耕作者との話し合い
の中で地域計画を定める農地を検討

■耕作者の利用の意向
　今後どのように営農していくか等　

■所有者の利用の意向
　後継者の有無や貸付希望等　

どの農地を今後誰が耕作するのか、貸付を希望
する農地はあるか意向をもとに集落の農地の状況
を地図に落とし込み可視化します。
▶現状、どこを誰が耕作しているのか明確にします。

貸付等の意向があり、計画で定めた農地につ 
いて、農地中間管理事業（※1）を利用した権利
設定が行われるよう所有者、耕作者に対して委員 
が働きかけを行っていきます。

■農地中間管理事業を利用するメリット
・農地中間管理機構（公的機関）が間に入ること
　で、安心して農地の貸し借りをおこなうことが
　できます。
・地域内のまとまった農地を機構に貸し付け、 
　担い手などへの集積・集約を図ることで、補助
　金の交付を受けられる場合があります。

（※1）農地中間管理機構が農地所有者と担い手との間に
　　　介在し、農地の借受・貸付を促進する事業です。

京力農場プラン（人・農地プラン）から地域計画へ京力農場プラン（人・農地プラン）から地域計画へ
「人・農地プラン」とは

これまでの主な協議内容 今後必要となる協議内容

「地域計画」とは

プランの実質化 地域計画

１

2

3

4

地域の農地の
状況についての確認

意
向
を
基
に
案
を
作
成

現在の耕作状況

今後の集積予定（目標地図）

農地の所有者、耕作者へ
今後の農地利用の意向の確認

意向をもとに農地利用の
計画を地図化

地域計画に基づき、地域での
農地中間管理事業の利用を促進

わからないことがあれば、 
農業委員会にご相談くだ
さい。

　令和4年5月に、農業経営基盤強化促進法等が改正されました。これまで「京力農
場プラン」の取組として行ってきた地域の話し合いが、法律に基づく取組になります。 
　名称は「地域計画」と改められ、地域の農業を持続させていくための方針と、併せ
て、「目標地図」という、農地ひと筆ごとの、将来の耕作者の計画を立てていきます。

●農業の将来のあり方

●農地中間管理機構の活用方針

●基盤整備事業の取組方針

●多様な経営体の育成・確保の取組方針

●5年後に目指す地域の農地利用（目標地図）
●農用地の効率的かつ総合的な利用に関
　する目標
●農用地の集積・集約化の取組
●農業用施設の整備に関する取組

■多様な担い手が耕作する農地
▶「農用地利用集積等促進計画」による権利設定
　を促進

■今後耕作ができなくなるおそれがある農地
▶今後の利用方針について地域で話し合う
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令
和
４
年
11
月
９
日
、
美
山
町

鶴
ケ
岡
地
区
に
お
け
る
農
業
の
将

来
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
話

し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は

鶴
ケ
岡
振
興
会
の
役
員
さ
ん
や
行

政
、
農
業
会
議
、
農
業
委
員
の
各

メ
ン
バ
ー
の
他
、
地
区
の
農
事
組

合
長
さ
ん
方
を
加
え
た
20
人
程
度

が
集
ま
り
ま
し
た
。

地
元
間
の
結
び
つ
き
が
強
い
鶴

ケ
岡
地
区
で
す
が
、
「
集
落
全
域

で
農
業
の
将
来
像
を
描
く
！
」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
は
責
任
感
も

重
く
、
ま
た
農
業
離
れ
や
過
疎
化

な
ど
の
根
強
い
問
題
も
数
多
く
あ

い
」
や
「
人
の
農
地
ま
で
面
倒
み

れ
な
い
」
で
は
な
く
、
少
し
で
も

希
望
の
持
て
る
農
村
風
景
を
作
れ

る
よ
う
、
我
々
農
業
委
員
会
と
し

て
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
私
も
農
村
、
農
業
を
守
り
た

い
」
と
思
っ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
近
く
の

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
員
に
お
声
が
け
下
さ
い
。

（
取
材
：
井
上
雅
晶
委
員
）

り
ま
す
。
な
か
な
か
一
朝
一
夕
で

は
進
ま
な
い
と
い
う
の
は
、
皆
の

共
通
認
識
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。当

地
区
の
農
業
委
員
で
あ
り
、

南
丹
市
農
業
委
員
会
会
長
で
も
あ

る
上
田
純
二
委
員
よ
り
「
今
回
は

第
一
歩
。
話
し
合
う
こ
と
が
大
事

で
す
。
道
は
遠
い
け
れ
ど
徐
々
に

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
様
な
話
し
合
い
は

南
丹
市
内
全
域
で
、
開
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

「
自
分
の
代
で
農
業
は
お
し
ま

農業経営と暮らしに役立つ週刊の農業総合専門誌です。
農業者の視点で、さまざまな情報をお届けします。
発行日／金曜日発行（月4回）　発行所／全国農業会議所
購読料／月額700円（税込）

購読の申込は農業委員会事務局まで　電話 0771-68-0067

全国農業新聞を購読しませんか。

特
集
特
集農地の未来

を
農地の未来

を

守るために守るために

 

京
都
府
の
農
福
連
携
を
活
用

し
、
収
穫
し
た
ハ
ー
ブ
や
野
菜

を
提
供
す
る
「
カ
フ
ェ
＆
マ
ル

シ
ェ
Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ
Ｓ
」
も
そ
の
一

つ
で
す
。

理
事
長
の
西
田
香
代
子
さ
ん

は
「
子
ど
も
と
家
族
の
笑
顔
の

た
め
に
、
私
た
ち
ぶ
ど
う
の
木

も
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
次

の
ス
テ
ー
ジ
に
進
ん
で
い
き
た

い
。
」
と
熱
く
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

（
取
材
：
杉
森
義
弥
委
員
）

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
が
個
々
の
障
害
特
性
に
応
じ

継
続
し
た
支
援
を
受
け
、
地
域

で
普
通
に
活
き
活
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
発
達
障
害
を
考

え
る
会
ぶ
ど
う
の
木
」
が
、
平

成
20
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。事

業
の
一
つ
に
、
利
用
者
が

や
り
が
い
を
持
っ
て
楽
し
く
主

体
的
に
働
け
る
場
、
利
用
者
の

思
い
に
寄
り
添
え
る
場
と
し
て

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
（
Ｇ

ｒ
ａ
ｐ
ｅ 

ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
）

が
あ
り
ま
す
。
　
　
　

ま
た
20
ア
ー
ル
の
圃
場
で
農

作
物
を
栽
培
、
収
穫
し
、
加
工

品
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（園部町美園町）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ぶ
ど
う
の
木
」
を
訪
ね
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

まちかど通信まちかど通信まちかど通信
地元で活躍されている方や農業に関する取り組み、

また、日々の生活に密着したまち情報をお伝えします！

（八木町八木）ムラカミブッサンムラカミブッサン

ど
ん
な
こ
と
で
も
楽
し
も
う
と
心

掛
け
て
お
ら
れ
る
ム
ラ
カ
ミ
ブ
ッ
サ

ン
の
村
上
裕
紀
さ
ん
。
南
丹
市
を
少

し
で
も
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
南
丹
市

の
独
自
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

八
木
の
大
堰
橋
を
モ
チ
ー
フ
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
、Ｔ

シ
ャ
ツ
、パ
ー
カ
ー
な
ど
を
作
成
、販
売

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
（
主
に
Ｉ
ｎ
ｓ

ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
・
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
）

今
年
か
ら
は
、
南
丹
市
特
産
の
お

米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
・

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
）
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
お

米
袋
バ
ッ
グ
」
に
詰
め
て
販
売
を
始

め
ら
れ
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
「
お
米
袋
バ
ッ
グ
」

は
、
２
㎏
用
と
５
㎏
用
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

取
材
に
訪
れ
た
際
、オ
リ
ジ
ナ
ル

「
お
米
袋
バ
ッ
グ
」を
見
た
私
は
、「
エ

コ
バ
ッ
グ
に
も
使
え
ま
す
ね
」と
言
い

ま
し
た
が
、村
上
さ
ん
は
、「
い
や
い

や
、エ
コ
バ
ッ
グ
で
使
っ
て
も
ら
う
よ
り

も
、お
米
を
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い

よ
。お
米
袋
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
ダ
イ
ニ

ン
グ
な
ど
に
置
い
て
お
く
と
オ
シ
ャ
レ

か
な
ぁ（
笑
）。」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
毎
日
食
べ
る
お
米
に
オ
シ
ャ
レ

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
考
え
方
に

共
感
し
ま
し
た
。

（
取
材
：

　
　
波
部
尚
徳
委
員
）

●営業時間：ネット販売
●定 休 日：不定休
●電話番号：090-3058-3915
●住　　所：南丹市八木町八木鹿草160-13

Grape gardenGrape garden

▲QRコード

▲施設利用者のハーブ育成風景

▲小麦栽培田圃風景

▲写真中央「お米袋バック」

★

園部河原町

園部病院園部病院

京都信用金庫京都信用金庫

JAJA
園部小学校園部小学校

南
丹
警
察
署

南
丹
警
察
署

AコープAコープ

9

ぶどうの木

前号（No.49）5ページで紹介しました「ヒヨドリ商店」におきまして、営業時間と営業日の
表記に誤りがありました。正しくは、営業時間11:30~17:00、営業日火・木・土（第4土曜日は休
み）です。
関係者のみなさまにはご迷惑をおかけしましたことを深くお詫びいたします。

お 詫 び と 訂 正
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徐
々
に

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
様
な
話
し
合
い
は

南
丹
市
内
全
域
で
、
開
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

「
自
分
の
代
で
農
業
は
お
し
ま

農業経営と暮らしに役立つ週刊の農業総合専門誌です。
農業者の視点で、さまざまな情報をお届けします。
発行日／金曜日発行（月4回）　発行所／全国農業会議所
購読料／月額700円（税込）

購読の申込は農業委員会事務局まで　電話 0771-68-0067

全国農業新聞を購読しませんか。

特
集
特
集農地の未来

を
農地の未来

を

守るために守るために

 

京
都
府
の
農
福
連
携
を
活
用

し
、
収
穫
し
た
ハ
ー
ブ
や
野
菜

を
提
供
す
る
「
カ
フ
ェ
＆
マ
ル

シ
ェ
Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ
Ｓ
」
も
そ
の
一

つ
で
す
。

理
事
長
の
西
田
香
代
子
さ
ん

は
「
子
ど
も
と
家
族
の
笑
顔
の

た
め
に
、
私
た
ち
ぶ
ど
う
の
木

も
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
次

の
ス
テ
ー
ジ
に
進
ん
で
い
き
た

い
。
」
と
熱
く
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

（
取
材
：
杉
森
義
弥
委
員
）

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
が
個
々
の
障
害
特
性
に
応
じ

継
続
し
た
支
援
を
受
け
、
地
域

で
普
通
に
活
き
活
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
発
達
障
害
を
考

え
る
会
ぶ
ど
う
の
木
」
が
、
平

成
20
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。事

業
の
一
つ
に
、
利
用
者
が

や
り
が
い
を
持
っ
て
楽
し
く
主

体
的
に
働
け
る
場
、
利
用
者
の

思
い
に
寄
り
添
え
る
場
と
し
て

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
（
Ｇ

ｒ
ａ
ｐ
ｅ 

ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
）

が
あ
り
ま
す
。
　
　
　

ま
た
20
ア
ー
ル
の
圃
場
で
農

作
物
を
栽
培
、
収
穫
し
、
加
工

品
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（園部町美園町）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ぶ
ど
う
の
木
」
を
訪
ね
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

まちかど通信まちかど通信まちかど通信
地元で活躍されている方や農業に関する取り組み、

また、日々の生活に密着したまち情報をお伝えします！

（八木町八木）ムラカミブッサンムラカミブッサン

ど
ん
な
こ
と
で
も
楽
し
も
う
と
心

掛
け
て
お
ら
れ
る
ム
ラ
カ
ミ
ブ
ッ
サ

ン
の
村
上
裕
紀
さ
ん
。
南
丹
市
を
少

し
で
も
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
南
丹
市

の
独
自
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

八
木
の
大
堰
橋
を
モ
チ
ー
フ
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
、Ｔ

シ
ャ
ツ
、パ
ー
カ
ー
な
ど
を
作
成
、販
売

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
（
主
に
Ｉ
ｎ
ｓ

ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
・
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
）

今
年
か
ら
は
、
南
丹
市
特
産
の
お

米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
・

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
）
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
お

米
袋
バ
ッ
グ
」
に
詰
め
て
販
売
を
始

め
ら
れ
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
「
お
米
袋
バ
ッ
グ
」

は
、
２
㎏
用
と
５
㎏
用
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

取
材
に
訪
れ
た
際
、オ
リ
ジ
ナ
ル

「
お
米
袋
バ
ッ
グ
」を
見
た
私
は
、「
エ

コ
バ
ッ
グ
に
も
使
え
ま
す
ね
」と
言
い

ま
し
た
が
、村
上
さ
ん
は
、「
い
や
い

や
、エ
コ
バ
ッ
グ
で
使
っ
て
も
ら
う
よ
り

も
、お
米
を
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い

よ
。お
米
袋
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
ダ
イ
ニ

ン
グ
な
ど
に
置
い
て
お
く
と
オ
シ
ャ
レ

か
な
ぁ（
笑
）。」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
毎
日
食
べ
る
お
米
に
オ
シ
ャ
レ

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
考
え
方
に

共
感
し
ま
し
た
。

（
取
材
：

　
　
波
部
尚
徳
委
員
）

●営業時間：ネット販売
●定 休 日：不定休
●電話番号：090-3058-3915
●住　　所：南丹市八木町八木鹿草160-13

Grape gardenGrape garden

▲QRコード

▲施設利用者のハーブ育成風景

▲小麦栽培田圃風景

▲写真中央「お米袋バック」

★

園部河原町

園部病院園部病院

京都信用金庫京都信用金庫

JAJA
園部小学校園部小学校

南
丹
警
察
署

南
丹
警
察
署

AコープAコープ

9

ぶどうの木

前号（No.49）5ページで紹介しました「ヒヨドリ商店」におきまして、営業時間と営業日の
表記に誤りがありました。正しくは、営業時間11:30~17:00、営業日火・木・土（第4土曜日は休
み）です。
関係者のみなさまにはご迷惑をおかけしましたことを深くお詫びいたします。

お 詫 び と 訂 正
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◆
広
報
委
員
会

谷
口

　定
己

川
勝

　芳
明

　
杉
森

　義
弥

辻
田

　榮
治

寺
尾

　義
延

内
藤

　
　彰

内
藤

　政
博

　
川
勝

　
　清

小
早
川
健
一

橋
本

　治
樹

波
部

　尚
徳

　
井
上

　雅
晶

前
田

　利
治

　
梅
津

　義
明

倉
内

　
　裕

藤
原

　忠
司

三
﨑

　正
子

園部町川辺振興会の取り組みの一つとして、正月の注連飾りや古いお札を広いグランドに持ち寄り、大きな

櫓で盛大に燃やして祝う「とんど祭」を始めて、今年で8回目になります。すっかり地域の行事として定着し

てきたようで、ここで初めて顔を合わせる人も多く、あちこちで新年の挨拶を交わす姿が見受けられました。

（内藤彰 委員）

地域の食と農業の情報紙『なんたん』
自慢の農作物・地域の積極的な取り組み・地元野菜の
食べられるお店など、すてきな情報をお待ちしております。
農業委員会事務局　電話：0771-68-0067

あの人この団体!あの人この団体!あの人この団体!

地域農業の発展を目指し、力強く活動する
団体・個人を紹介します。

古
ふ る や

屋　義
よ し み

美さん（美山町肱ひじたに谷）

古
屋
さ
ん
は
長
年
勤
め
た
福

祉
施
設
を
定
年
退
職
し
、
そ
の

後
は
、
農
業
に
専
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

農
薬
、
化
学
肥
料
不
使
用
の

田
や
ハ
ウ
ス
で
の
野
菜
栽
培
を

含
め
、
作
付
け
面
積
は
約
85

ア
ー
ル
と
山
あ
い
の
小
さ
な
集

落
で
は
大
規
模
で
す
。

肱
谷
地
区
で
は
獣
害
、
特
に

イ
ノ
シ
シ
の
出
没
が
ひ
ど
く
、

い
く
ら
電
気
柵
で
防
御
し
て
も

狙
わ
れ
た
田
は
毎
夜
荒
ら
さ
れ

ま
す
。
ま
た
費
用
に
対
し
て
収

入
が
低
い
こ
と
で
労
働
意
欲
を

削
ら
れ
が
ち
な
現
状
の
中
で

を
初
操
縦
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
「
彼
女
が
自
ら
進
ん
で

手
伝
っ
て
く
れ
る
の
が
有
難

い
。
次
は
ト
ラ
ク
タ
ー
を
教
え

た
い
な
」
と
古
屋
さ
ん
。
こ
う

し
た
家
族
ぐ
る
み
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
姿
が
、
微
笑
ま
し

く
、
ま
た
頼
も
し
く
感
じ
ま

す
。「

昔
、
こ
の
村
は
荒
れ
た
畑

が
多
く
、
水
田
は
少
な
か
っ
た

ら
し
い
。
そ
ん
な
中
、
村
の
遥

か
奥
の
渓
谷
か
ら
難
工
事
の
末

水
路
を
引
い
た
先
人
が
い
た
。

そ
の
お
陰
で
畑
が
立
派
な
水
田

に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
が
、
先

祖
か
ら
代
々
受
け
継
が
れ
て
き

た
農
地
は
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
自
分

も
健
康
な
限
り
頑
張
る
」
と
、

古
屋
さ
ん
は
力
強
く
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

（
取
材
：
藤
原
忠
司
委
員
）

も
、
持
ち
前
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
志

向
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
姿
に

は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
こ
こ
で
も
多
分
に
漏
れ

ず
高
齢
化
が
進
み
、
田
を
作
れ

な
い
家
庭
も
出
始
め
て
き
ま
し

た
。
古
屋
さ
ん
も
若
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
圃
場
を
荒
ら
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
か
ら

耕
作
の
出
来
な
い
親
戚
の
田
の

保
全
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ

ん
。都

会
で
生
活
す
る
子
ど
も
さ

ん
家
族
も
田
植
え
や
稲
刈
り
に

は
帰
省
し
、
今
年
な
ど
は
息
子

さ
ん
の
奥
さ
ん
が
コ
ン
バ
イ
ン

先
人
た
ち
が
切
り
開
い
た
水
源
を
大
切
に
農
地
を
守
る
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